
神の愛と正義 神は喜んで愛される

ヨハネの手紙Ⅰ 4:9
神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたしたちが生きる
ようになるためです。ここに、 神の愛がわたしたちの内に示されました。

ローマの信徒への手紙 3:25
神はこのキリストを立て、その血によって信じる者のために罪を償う供え物とな
さいました。それは、今まで人が犯した罪を見逃して、神の義をお示しになるため
です。
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愛 義



聖書における「神の愛」と「神の正義」は、神の本質を理解する上で重要なテーマです。

聖書には、「神の愛」（アガペー）は、無条件で人間を救う神の無限の愛として記されています。

ヨハネ3：16には「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が

一人も滅びないで、永遠の命を得るためである」と、神の愛の極みが記されています。

申命記32:4では、「主は岩、その御業は完全で／その道はことごとく正しい。真実の神で偽りな

く／正しくてまっすぐな方」と記されおり、神はすべてにおいて完全に義なるお方であり、公正で

あることが強調されています。

詩編7：12では「正しく裁く神／日ごとに憤りを表す神」、ミカ書6：8には「人よ、何が善であり／

主が何をお前に求めておられるかは／お前に告げられている。正義を行い、慈しみを愛し／へり

くだって神と共に歩むこと、これである」、またローマ6:23では、「罪が支払う報酬は死です」と、

世界秩序を保つ神の完全なる正義は、人間の罪に対する裁きや報いを通じて示されています。

神の愛と正義は、神の愛の究極のあらわれである十字架の贖いと復活を通じて、罪を裁きつつ

も、罪人に対して愛と赦しを提供します（ローマ3:26＝このように神は忍耐してこられたが、今こ

の時に義を示されたのは、御自分が正しい方であることを明らかにし、イエスを信じる者を義とな

さるためです）。



נְדָבָה

ホセア書14：2～５
イスラエルよ、立ち帰れ／あなたの神、主のもとへ。あなたは咎につまずき、悪の中にいる。
誓いの言葉を携え／主に立ち帰って言え。「すべての悪を取り去り／恵みをお与えください。
この唇をもって誓ったことを果たします。アッシリアはわたしたちの救いではありません。
わたしたちはもはや軍馬に乗りません。自分の手が造ったものを／再びわたしたちの神とは
呼びません。親を失った者は／あなたにこそ憐れみを見いだします。」
わたしは背く彼らをいやし／喜んで彼らを愛する。まことに、わたしの怒りは彼らを離れ
去った。 神の変わらぬ愛



㊟婚宴は婚姻と読み替えるものとします。





この世界が創られる前に天で合意された贖いの計画

われわれをあがなう計画は、あとで考え出されたもの、すなわちアダムの堕落後に定め

られた計画ではなかった。それは、「長き世々にわたって、かくされていた奥義」のあらわ

れであった(ローマ １６：２５)。それは永遠の昔から神の統治の根本となってきた原則の

あらわれであった。初めから、 神とキリストは、サタンの背信と、この反逆者の欺瞞的な

力によって人類が堕落することとを知っておられた。神は罪が存在するように定められ

たのではなく、その存在を予見し、その恐るべき危機に応ずる備えをされたのであった。

世に対する神の愛はまことに大きかったので、神は、「み子を信じるものがひとりも滅び

ないで、永遠の命を得る」ために、そのひとり子を与えることを約束された(ヨハネ ３：１

６)。 （各時代の希望 第１章 「神われらと共にいます」 希望への光P.676）

→ヨハネによる福音書3：16

神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅

びないで、永遠の命を得るためである。



各時代の大争闘：第28章 天における調査審判




